
パキラ ウンベラータ

熱帯アメリカが原産のしなやかな枝や大きな葉っぱが
穏やかな雰囲気を演出する代表的な観葉植物です。
生長が早く樹高が高くなるので、リビングや玄関など
広いスペースを確保できる場所で育てるのが良い。
また、春に剪定をすると、夏にみずみずしい新葉が生え、
美しい樹形を楽しめます。初心者の方にもおすすめ。

大きなハート型の葉っぱを持つウンベラータは、
「すこやか」「永久の幸せ」という花言葉から、
結婚や出産祝いに人気の観葉植物です。
温かく湿度の高い場所が大好きで、
暗い場所でも元気に育ってくれる耐陰性を持っています。
繊細な見た目に反して生長が早く、
ちょっとのことでは枯れない強さが魅力となっています。

Matushokadan



エバーフレッシュ オリーブ

都会的な雰囲気を持つネムノキの仲間です。
夜になると葉っぱを閉じる姿が、まるで眠ったように見えて
かわいいと人気。日照が不足すると徐々に葉っぱが落ちて
最後には枯れてしまうため、なるべく窓際の明るい場所に
置くようにします。根がどんどん伸びていくので、
株よりも一回り大きく、深い鉢を利用するのがおすすめです。

地中海を思わせる銀色がかった葉っぱがエレガントなオリーブ。
観葉植物として根強い人気があります。
公園樹としてもよく見かけるようになりました。
自家結実性が低いので実を付けさせたいときは、
違う種類の 2本以上近くに植えるとよいです。
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幸福の木 ユッカ

シュッとした細く尖った葉っぱが特徴で、
涼やかな雰囲気があります。
観葉植物には珍しく、乾燥した環境を好むので、
土が乾いてから水やりをするのが、元気に育てるポイントです。

耐陰性が高く日陰でも育てられる観葉植物です。
細長く尖った葉っぱを上向きに付け、
1株置いておくだけで南国の雰囲気が味わえます。
初心者の方でも育てやすく、贈り物としても人気があります。
別名「青年の木」と呼ばれ、
静観な印象から男性へのプレゼントにおすすめです。
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ドラセナ・マッサンゲアナ



ポトス カポック

卵型の葉っぱが美しく、どんどんつるを伸ばして
生長する丈夫なポトス。斑入りの品種が人気で、
花壇や寄せ植えの彩りとしても人気があります。
耐陰性が高く、ほとんど日光を必要としないので、
一人暮らしの部屋や、小さいものはトイレなどで
育てるのに向いています。
また、葉っぱの付いたつるを水に挿しておくだけでも、
根が生えて数を増やすことができます。

丸く横へ広がる葉っぱを複数枚付ける姿がかわいらしく、
珍しい班入り品種などは観葉植物として人気があります。
環境への適応力が高く、
カーテン越しに日が差すような場所なら問題なく生育します。
屋外で冬越しできる耐寒性の強さも魅力で、
初心者の方でも安心してチャレンジできる観葉植物です。
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( シェフレラ )



モンステラ ユーカリ

深い切れ込みの入った葉っぱがジャングルの怪物のように
見えることから名付けられた、南アメリカ原産の常緑樹です。
独特な姿の葉っぱが、ハワイアンキルトのモチーフに
よく使われることから、お部屋に飾ればリゾート気分。
強い日光を嫌いますが、日陰だと細い茎ばかりが生えて
間延びした姿になるので、窓から少し離れた
明るい日陰で育てるようにしてください。

薄く細長く尖った葉っぱが涼しげで、近年人気が高まっています。
オーストラリアが原産で寒さにはとても弱く、
日本の冬を屋外で越すことはできません。
室内に取り込みやすいよう鉢植えにし、
日当たりと風通しのよい場所で育てていきましょう。

Matushokadan


